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Ⅰ．はじめに
　近年、地域社会では子どもたちの絶好の遊
び場であった空き地には駐車場やアパートな
どが立ち、道路は舗装されるなど思い切り走
り回れる場所も少なくなってきている。また
整備された公園でも遊具の高さが制限された
り、事故防止のためという名目で多くの遊具
が撤去されたりなど、戸外で身体を使って思
い切り走り回り、大勢で群れて遊べる場もな
くなりつつある。そういった戸外の遊び環境
の変化に拍車をかけるように子どもたちの遊
びに対する関心は、室内で一人または少人数
で遊ぶ最新のゲームに移り、子どもの遊びの
中心である「見る」「聞く」「触れる」ことが、
人工的で、バーチャルな作られたもので代用
されるようになってきている。
　子どもたちを取り巻くこのような環境の変
化は自然体験や子ども同士の触れ合い、大人
との関わりなど地域社会を構成するものとの
様々なつながりを分断し、結果としてそれぞ
れの関係の希薄化を招いているのではないだ
ろうか。
　本研究ではこのような現状にある地域社会
を子どもたちを育てていくために、いかによ
り良い環境として再構成していくかその方策
を検討し、実践を通してその有効性を検証し
ようとするものである。自然に触れ、自然の
温かさを知り、目でみて、耳で聞き、肌で感
じて感動してもらいたい。そしてその自然の
中で大勢の子どもたち、大人たちと遊びなが
らその楽しさを知ってもらいたい。そこで生
まれた関係が地域社会のつながりや子どもの
子育てに活かされる。本研究ではそのような
地域社会を想定しており、それを実現してい
くために必要なものは何か実践を通して明ら
かにしようと考えている。
Ⅱ．研究の目的
　本研究では、まず佐世保市内で積極的に子
育て支援活動を展開しているグループや市内
幼稚園・地域の子供会等と連携し、自然環境
を活かした地域交流活動を企画し・実践する。
そしてその活動を通して保育者を目指してい
る学生の感性を養い、さらに地域交流活動を
通して地域の子育て環境について考え、保育
者として今後どのようなことを実践していく
べきか明らかにしていく。具体的には以下の 3
点を目的とした。
①子どもを取り巻く環境と遊びの動向に着目
し、世代間・親子交流や地域活動を充実させ
人的環境としての保育者のあり方を求めてい
く。
②自然環境を題材にしたゲームなどの体験を
通して、子どもたちをいかに遊ばせたり、運
動させたりするか、その指導方法や子どもと
の関わり方を学ぶ。
③地域の自然を観察し、親子遊びで使える自
然素材の遊び道具や遊びを学習する。また、
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野外活動における親子のふれあいに注目し、
自然素材を活用したふれあい活動の企画・実
践を行う。
Ⅲ．研究の方法
　以上の目的を達成するために具体的な方法
として筆者らが担当する総合演習のゼミ活動
を通して、以下のような取り組みを行った。
1. ヒアリング調査
・日時；平成 21 年 5 月 8 日（金）
・対象；「させぼ野遊び塾」
　　　　塾長　岩下直人氏
2. 自然環境を利用した地域交流活動の企画実践
1）皿山公園観察手帳の作成
　・春の観察；平成 21 年 5 月 22 日（金）
　・夏の観察；平成 21 年 7 月 17 日（金）
　・秋の観察；平成 21 年 11 月 6 日（金）
　・冬の観察；平成 22 年 2 月 1 日（月）
2）白浜サンドアート実践
　・日時；平成 21 年 7 月 5 日（日）　
　・場所；佐世保市白浜キャンプ場・
　　　　　海水浴場
　・参加者；104 名
3）ネイチャーゲーム体験
　・日時；平成 22 年 1 月 30 日（土）
　・場所；佐世保市立皆瀬小学校
　　　　　近くの公園
4）ウォークラリーの実践
　・日時；平成 22 年 1 月 30 日（土）
　・場所；相浦児童センター周辺
3. アンケート調査
＜保育者対象調査＞
　日時；平成 21 年 12 月 4 日（金）
　対象：県北地区保育者 510 名
　方法：セミナー参加者に質問紙を
　　　　配布し、セミナー終了後回収
　有効回答数：467　回収率：91.6％	
＜保護者対象調査＞
　日時：平成 22 年 1 月 30 日（土）
　場所：パールシーリゾート及び
　　　　佐世保市立皆瀬小学校
　方法：ヒアリングによるアンケート記入
　回答者数：80 名
Ⅳ．研究の結果と考察
1. ヒアリング調査
　昨年度の「豊かな環境と関わる中で育つ感
性」の内容から、本年度は「地域の子育て環境
に関する考察　〜地域交流を通して〜」とし、
共同研究で内容を深めていくこととした。本
年度当初、野遊び塾の岩下氏と知りあうこと
ができ、研究の内容や目的、又、課題などを
話し合う中で野遊び塾の理念や方向性が、本
研究の目指すものと同じであることを感じた。
そのことから 5月 8日、学内でヒアリング（講
演）をしていただき、実際に地域で活動され
ている内容などを映像も加えながら伝えてい
ただいた。講演内容に学生たちの反応もよく、
地域の方々と共に活動でき、その中で得るも
のがあるのではないかということも含めて、
次への活動が生まれるきっかけとなっていっ
た。
　また、ヒアリングの中でネイチャーゲーム
指導員の事を知り、私たち教員も自然に対し
実践を通して、より深く感じたいという想い
が強く、2名が諫早少年自然の家に 3日間通い
ネイチャーゲーム指導員の資格を取得した。
　ネイチャーゲームは、1979 年米国のナチュ
ラリスト、ジョセフ・コーネル氏により発表
された活動で、様々な感覚を使って自然を直
接体験し、自然への共感を育む活動である 1。
ネイチャーゲームには日本で考案されたもの
も含め現在 120 種類以上の活動があり、四季
折々に子どもも大人も一緒に自然と触れ合う
ことができる内容である。目的として「自然
への気づき」、指導員の心構えとして「わかち
あい」、プログラムの考え方として「フローラー
ニング」という 3つのキーワードがある。科学
的な分析的方法論のみに頼ることなく、自然
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を様々な感覚や心を通じて総体として理解し、
自然との一体感を基盤とする「自然への気づ
き」を得ることを目的としている。
　岩下氏のヒアリングによって、地域交流の
形が見え、学生は、実践と同時にそこで生ま
れる子どもたちとコミュニケーションを通し
て、子どもたちの考えや斬新な発想を知り、
学内だけでは獲得出来ない様々な経験を重ね
ることができた。　　　
　また、西海元気村に教員が村人として参加
し、エコツーリズム・村づくりを体験した。人々
の手で一つ一つ村を作っていく。子どもたち
はエビ取りに出かけそのエビをすぐフライに
して食べたり、大人は田を耕したり、家の壁
つくり等すべて手作りである。学生も参加希
望が多く何度も試みたが、日程調整がつかず、
とても残念であった。このような村作りに学
生が関わることで今後どのように発展してい
くのかとても興味深く思われる。以下は野遊
び塾の理念としてあげられた内容である。
　昔はよかった。私らの子どもの頃は・・・。
現状を憂いたそういう声をよく耳にします。で
は、昔のように近くの山や川、あるいは海で好き
なように遊べといえるでしょうか。危険への備え
（経験）もなく、自然に対する知識（伝承）を持た
ない子どもを野に放つことが、私たち親にできる
でしょうか。
　実は、備えも知識も無いのが私たち親の現実な
のです。合理的な社会は、便利と引き換えに先人
の知恵を受け継ぐことを放棄しました。そのこと
は子どもたちの遊びの伝承をも断つことになり
ました。まず空き地と群れ遊びが消滅しました。
　そして子どもたちの育ちに温かい眼差しを向
けてくれた地域の大人たちもすっかりいなく
なってしまいました。
　子どもたちが失った時間・空間・仲間といった
3つの間。そして眼差しを持った大人たちを取り
戻すために、私たちは野遊び塾を立ち上げまし
た。まずは目の前にいるあなたのお子さんと自然
を楽しむ事から始めてください。
　私たち野遊び塾は、親育ちこそが子育ての必須
科目であると考えています。
　自然体験を親子で実践しながら経験と伝承を
取り戻していきたい。
　子どもたちの未来、それはやって来るものでは
なく、正に育てるものだと思います。
2. 自然環境を利用した地域交流活動の企画実践
1）皿山公園「観察手帳」の作成
（1）活動のねらい
　子ども達が日常的に外で活動する機会が
減ってきているといわれるなかで、自然と触
れ合いながら様々な遊びを体験することは重
要になってくる。そのなかで、子ども達は草
花や生き物に感心を持つようになり、命の尊
さを感じることもできるのではないだろうか。
このような自然との触れ合いを通して、子ど
も達の感性を育む取り組みの素材作りとして
オリジナルの「観察手帳」を作成した。観察手
帳には、佐々町にある皿山公園の一年を通し
た草木や生き物の様子と自然を活用した季節
ごとの遊びをまとめている。
	【皿山公園の入口】
（2）研究（活動）の結果
①概要
　観察手帳の作成にあたっては、自然環境豊
かで短大からも近い皿山公園をフィールドと
し、皿山公園を定点観測する形で実施した。
それぞれの季節に皿山公園を訪れ、記録写真
の撮影と「皿山公園探検シート」に必要事項を
記録して、後日、それらをとりまとめて季節
ごとの草花や生き物、遊びの内容をまとめて
いった。
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「皿山公園探検シート」の項目
皿山公園の
全体的な様子
全体地図
四季の皿山公園の特徴
植物や生き物
（自然の様子）
植物や生き物の様子
（地図上に番号を書いて分かりやすく記入）
備考（必要であれば写真やイラストも）
保育者‘Ｓ
ＣＨＥＣＫ
「親子でどんな遊びができるのか・
遠足だったらどんなことができる
のか」も踏まえて考える
②方法
　上記の「皿山公園探検シート」を季節ごとに
とりまとめ、それを土台に「観察手帳」を作成
していった。皿山公園には、下記の日程で訪
問し、その都度「観察手帳」を季節ごとに完成
させ、最終的に 2月の冬バージョンを完成さ
せたところで春・夏・秋・冬の最終版が出来
上がった。
「皿山公園訪問日程」
春の観察 平成 21 年 5 月 22 日
夏の観察 平成 21 年 7 月 17 日
秋の観察 平成 21 年 11 月 6 日
冬の観察 平成 22 年 2 月 1 日
（3）考察
　観察手帳づくりでは季節の移り変わりを感
じながら草花を観察し、それらの名前や特徴
を調べて記録していった。学生達は肌で季節
の移り変わりを感じ、観察を通して今まで興
味関心をあまり持たなかった草花を知ること
が出来たと思う。一つひとつの花言葉や名前
の由来などの知識を身に付けることができ、
植物への関心が一層深まったと思われる。さ
らに、いろいろな草花を図鑑で調べることで、
違う花でも同じ花言葉があったり、花の色が
違うだけで花言葉が違っていたりと、たくさ
んの発見があったようだ。
　観察手帳の作成にあたっては、公園で発見
した季節の草花を写真に撮って記録に残すだ
けでなく、保育関係の雑誌を参考にして、そ
の草花を使った遊びも考察した。学生達自身
が自然に触れることで、子どもの目線に立っ
て新鮮な気持を感じる事が出来たようで、自
然のものを使った遊びを考え、遠足などで子
どもが自然と触れ合いながら楽しめる遊びを
考えることができた。一年間の活動を通して
「子ども達もきっと園庭や園への行き帰りの道
でこんなふうにたくさんの草花や生き物に出
会っていると感じた」という感想も聞かれるよ
うになった。保育者として、自然の楽しみ方・
草花の名前・遊び方など観察手帳の作成を通
して学んだことを子ども達に伝えていきたい
という気持ちが芽生えた証だと思われる。
	
【春の草花の様子】
2）白浜サンドアート実践
　前年度の総合演習活動の中で実践してきた
経緯を学生が十分周知しており、イメージづ
くりは容易であったが、体験の意図を細かく
確認しながら進めていった。また、3ゼミでの
協同の取り組みであることを踏まえ、合同で
の話し合いの中から「白浜　親子サンドアー
ト大会」を開催することを目標とし、各ゼミ活
動の特徴を生かすことができる分担をした。
　学生は、グループ編成から役割・計画立案
など、具体的な活動を開始していった。
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＜白浜親子サンドアート開催までの流れ＞
（ア）3ゼミ合同会議
↓
（イ）役割分担・グループ編成
↓
（ウ）鹿子前サンドアート
↓
・潮位及び天気予報データにより白浜サンド
アート日程を 7月 5日（日）に決定
↓
・ゼミ担当教員での全体構想確認
・白浜海水浴場の下見・諸予約など
・総人数確定（募集方法・期間）
・緊急連絡体制
↓
（エ）各ゼミで役割ごとの活動開始
↓
（オ）ラジオハッピーＦＭ　活動内容広報
↓
（カ）前日、食材購入・下準備　　天候確認
↓
（キ）平成 21 年 7 月 5 日（日）　　
　　　白浜親子サンドアート　開催
　次に（ア）〜（キ）までの内容について記述
していく。
（ア）・3ゼミ合同活動の共通理解
　　	・活動の目的及び内容について
　　	・スケジュール確認
　　	・グループ編成後、協議
（イ）（エ）
　花城ゼミ
　　・ポスター作成・広報・食材調達
　　・調理関係・会計
　中尾ゼミ
　　・約束・伝達事項の作成・準備体操関係
　　・参加者名札作成
　吉田ゼミ
　　・サンドアートの構成・賞品及び賞状
　・プレゼント作成・名簿・連絡網作成
　・計画案・タイムスケジュール作成
（ウ）鹿子前サンドアート
　　・実施日　5月 22 日（金）
　　・時間	ＡＭ 10:30 〜ＡＭ 12:00　
　鹿子前でのサンドアート実践では、学生が
昨年度のゼミ発表や卒業論集を活用していた
せいか、砂浜に着いても迷いなく行動し始め
た。グループの構成も決まっていて、白浜に
むけての目的が明確であり作品の大きさや、
時間を考慮しながら制作しており、手順を確
かめ合っていた。その分作品も計画されたも
のとなり、昨年のように、偶発的な感動や、
工夫は少なかったように感じた。白浜での活
動はできれば、親子の意見を尊重したいが、
限られた時間と日射時間などを考えて、制作
のテーマはグループごとに決めておく方法を
選んだ。
　鹿子前サンドアートの体験により、作品の
イメージが湧きサンドアートの取り組みに自
信が持てるようになった学生達は、自分たち
の役割ごとに活動が活発になっていった。自
然の美しさや広大さの中での活動は、充分す
ぎる配慮をしなくては、危険性が大きい。鹿
子前での活動は安全面を考える上でも、事前
活動として有意義であった。親子募集の人数
枠も余り多くならないよう限定することとし、
活動内容を理解していただける範囲で行った。
【鹿子前の作品】
トトロ
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ポニョ
	
ミニー
	
ピカチュウ
アンパンマン
	
ミッキー
	
＜誰かがつくっていたキティちゃん＞	
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　学生が活動を終え、夕刻砂浜を訪れてみ
ると、午前中に制作した作品の隣に同じよ
うに誰が作ったのかわからない作品（キティ
ちゃん）ができていた。触発されてできた
作品のようだが、知らない時間に知らない
人が楽しんでくれていた事を思うと、この
ような交流にほっとさせられた。
（オ）6回のラジオ出演
　1時間番組 PM7:00 〜 PM8:00
　3 ゼミの学生が教員と共に出演し、子ども
を取り巻く現代の環境や、ゼミ活動について
話を行なった。学生は子どもの頃の遊びや体
験を楽しげに話し、将来の夢も語った。また、
親子サンドアートの前後も出演し、活動の目
的や結果についてもメディアを通して伝える
ことが出来た。野遊び塾の岩下氏との出会い
から生じたラジオ番組出演であった。
（キ）白浜親子サンドアート
　●当日の計画案●
　（目的）　　　　
　全身で砂に挑戦する中で、感性を豊かにし、
参加者との絆をより深めていく。
　（参加者）
　・大　人 66 人（内、学生 35 人）
　・子ども 38 人　　　　　　　計 104 人
　●活動実践内容●
　〈海岸・砂浜の清掃活動〉
サンドアートを作る場が安全であるよう
に清掃活動を行った。たくさんの参加者
がいたので、木の枝などを拾い、広いス
ペースが使えるようにした。
サンドアートの作成スペースを事前に確
保しておく。
　〈受付〉
親子の参加者が到着したら、保護者と子
ども一人ひとりに名前シールを腕に貼り、
名簿を確認し受付を行った。
　〈開会式〉
・アンパンマン、トトロ、ポニョ、ミッキー、
ミニー、ピカチュウのそれぞれグループ
に分かれて、ゼミメンバーの挨拶やサン
ドアートの趣旨、子ども達に危険がない
ように約束事を伝えた。
・サンドアート作りに取りかかる前に、体
を十分に動かしておく目的で「ぱわわぷ
体操」を中尾ゼミが担当した。子どもたち
も保護者と一緒に楽しみながら体を動か
していた。
　〈サンドアート挑戦〉
・サンドアートを作る場所に誘導し、サン
ドアート作りに取りかかった。
・土台がしっかりと固まるように海水を汲
んできて、丁寧に固めるという役割を決
めながら、スコップ、シャベルなどを使
いスムーズに活動する工夫も見られた。
・学生が土を運び、お父さんの力で土台を
固める様子もあった。　
　〈昼食（バーベキュー）〉
昼食の準備は花城ゼミが中心に行った。
参加者の方々は真剣にサンドアート作り
に取り組んでいたため、外での食事も楽
しんでいる様子だった。
　〈サンドアート作り再開・完成〉
最後の仕上げに道具や落ちていた枝など
を使って、輪郭を整えたり立体的に見え
るように平らな部分と高く盛る部分を
作ったりした。
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―各グループによるレポートから―
☆アンパンマン☆　　　
　同じグループの人たちと意見を出し合いな
がら、イメージを共有し、一つの作品を作る
ことの難しさを改めて感じた。お父さんの力
はとても頼もしく、子どもたちも一生懸命、
砂を掘ったりと協力することの大切さと楽し
さを感じることができた。
	
☆トトロ☆　　　　　　
　参加していただいた保護者や子どもたちが
サンドアート作りに取り組んでいた姿がとて
も印象的だった。子どものアイディアや創造
性を大切にしながら進めていかなければと感
じた。参加者のA先生の誕生会・ケーキ作り
に発展し、貝や小石・枝などで大きなケーキ
ができ、みんなで祝った。飾りにつけていた
ヤドカリが動き出したりして子どもたちも笑
顔いっぱいであった。
☆ポニョ☆　　　　　　
　白浜の砂は鹿子前の砂と違い、さらさらし
ていて固まりにくかった。子どもたちよりも
保護者が必死になって造っていたように感じ
た。子どもたちへの誘いかけや言葉かけが難
しかったが、海水を運んでいる姿も見られて、
子どもたちなりに協力していた。親子で全身
を使って遊ぶ機会が減っているので、今日の
体験は良い機会になった。
	
☆ミッキー☆　
　砂がさらさらだったので、海水を足して固
さを調節した。また、鹿子前で行った時より
も大きなサンドアートだったので、バランス
をとるのが難しかった。子どもたちはサンド
アート作りから他の遊びへ移行し、その中で
砂に足を埋めたり、海の小さな生き物を捕ま
えたりと自然への関わりを見ることができた。
父親のパワーとこだわりが大きな力となって
いた。
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☆ミニー☆　　　　　　
　初めに土台をしっかりとするために大きな
山を作るのが大変だった。参加者の方々が様々
な道具を持って来て下さり、作業がスムーズ
に進んだ。バランスを整えるために、水を少
しずつ足していくという作業が作品作りに大
切だった。ミッキーチームを意識して、時間
いっぱい使って完成し、大きな達成感を味わっ
た。
　1、2 歳の子も小さなバケツに砂を入れてサ
ンドアートに参加していて感動した。
	
☆ピカチュウ☆　　　　
	
　外で遊ぶことが減ってきている中で、親子
が一緒に遊ぶ機会ができて良かった。またサ
ンドアート作りだけではなく、海の香りや感
触など、いつもは感じることの少ないことを
感じることができた。シッポの部分は複雑で
形を整えることが難しかったが貝殻などの自
然のものを使う工夫を行い、子どもたちとの
アイディアあふれる作品となった。
〈閉会式―メダル・プレゼント〉
　どのチームもすばらしい作品ができ、ファ
ミリー賞として家族に賞状と、子どもたちに
はそれぞれの作品のキャラクターのメダルと、
おもちゃのプレゼントを渡した。
　親子サンドアートを通して、親子で作品作
りの過程を話して喜び合ったり、他の作品を
鑑賞し写真を撮ったりと多くの人との触れ合
いの中で、達成感を味わうことができた。
がんばり賞
	
3）ネイチャーゲーム体験
　子どもの遊びの中で中心となる「見る」「聞
く」「触れる」ことを自然の遊びの中で知って
もらう為にネイチャーゲームを実施した。
　指導員資格試験のペーパーテストでも出題
されたが、指導員の５つのルールは保育実践
に活かすことができる大切な内容であった。
ネイチャーゲーム指導員としての５つのルール 2
　①教えるよりも分かち合おう
　②受身でいよう
　③チャンスをのがさないで
　④体験第一、説明はあとで
　⑤楽しさは学ぶ力
　小学校の放課後子ども教室や、学童に通う
児童は、年々増加の傾向にある。訪問した学
校にも異年齢の大勢の子どもたちがいた。指
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導を受けながらベーコン作りを２週間かけて
行っていたが、学生と共に仕上げの週に参加
した。食の安全などに子どもたちも関心をもっ
ていて、市販されたハムやベーコンとは違っ
た味を堪能していた。ハムやベーコンを燻し
ている間のネイチャーゲームは、子どもたち
にとって飽くことのない活動で、自然と無理
のない形で向き合っていくことが出来ていた。
指導員の資格をいかし、ゲームをリードして
いくチャンスであったが、何事も経験に勝る
ものはないようだ。
（実践したゲーム）
音いくつ
	
・目隠しいもむし
	
・こうもりと蛾
	
・他に動物交差点など
4) ウォークラリー大会
（1）活動のねらい
　子ども達と共にウォークラリーを体験し、
それを通して地域に残る自然環境や歴史・文
化を伝える文化財等を再発見し、地域を見つ
めなおす機会を企画する。このような体験を
通して、将来、子ども達への保育活動に役立
てるような視点を身に付けることを目的とし
た。
　ウォークラリー大会のフィールドとなる相
浦町は市の中西部に位置しており、人口は
2,566 人で世帯数は 1,129（平成 22 年 1 月 1 日
現在）である。同地域を流れる相浦川の下流に
は、橋が無かったころに川を渡るために石を
並べた「飛び石」が残っている。また、相浦の
象徴とも言える愛宕山（標高 260m）は、相浦
富士とも呼ばれ毎年 2 月 24 日から 26 日まで
愛宕まつりが行われている。このように、相
浦町は歴史的な史跡や自然が多く残りウォー
クラリー大会の開催地に非常に適した地域特
性を持っていると思われる。このような地域
の環境（自然・歴史・文化）を活かした活動を
学生が主体となって企画・実践した。
（2）研究（活動）の結果
　自然や歴史・文化的史跡の多い相浦児童セ
ンター周辺をウォークラリー大会のフィール
ドとし、企画・運営は本学の学生（花城ゼミ
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学生・計12名）が中心となって行い、同センター
の先生方からご指導をいただきながらコース
やチェックポイント・観察ゾーンなどの課題
設定を検討した。これらの内容を通して、楽
しみながら相浦地区の自然や歴史・文化につ
いて子ども達に興味関心を持ってもらうよう
な内容を企画・実践していった。大会の企画・
運営については「①ウォークラリーの学習」→
「②企画」→「③コース設定および下見」→「④
課題設定」→「⑤課題準備・事前走行」→「⑥
大会の運営」というプロセスで進めた。
	
【愛宕山の風景】
①ウォークラリーの学習
「ウォークラリーとは」
　1チーム 5人程のグループを作って、途中設
定された「チェックポイント」と「観察ゾーン」
で出された問題を解決しながらゴールをめざ
して歩くレクリエーションである。ゴール後、
速さではなく、あらかじめ決められた時間に
いかに近くゴールするかを競う「時間得点」と、
チェックポイントや観察ゾーンで出された課
題の正解により得られる「課題得点」の合計で
順位を競う野外ゲームである 3。
②企画
　ウォークラリー大会を企画する上で、コー
スやチェックポイント・観察ゾーンなどの課
題を子ども達がいかに楽しむかが大切だと考
えた。大会のスケジュールは以下の通り設定
し、参加者募集のためのポスターやチラシを
作成して相浦児童センターに広報を依頼した。
【大会の内容】
・開催日時
　平成 22 年 1 月 30 日（土）13:00 受付開始
・開催場所
　相浦児童センター周辺
・参加対象者
　小学生等
・定員
　30 名（1班 5名程度）
③コース設定および下見
【コース設定】
　相浦町は愛宕山や相浦川などの自然と飛び
石や神社・仏閣などの歴史的・文化的な史跡
が数多く残っている。そのため、これらの社
会資源をできるだけ通過するように心がけ、
安全面にも配慮しながら約 3.6 キロのコースを
設定した。
【下見】
　事前におおまかなコースを設定し、現地に
出向いてコースの下見を実施した。学生達は、
どこでどのようなことができるのかをイメー
ジしながらチェックポイント・観察ゾーンの
企画を練っていった。この下見を踏まえ、実
際のコース図とコース上で行うチェックポイ
ント等の課題の位置を確認し具体的な準備作
業に入った。
④課題設定
　コースの設定と併せて、コース上で実施す
る課題を検討した。子ども達がいかに楽しむ
かがポイントとなるため、レクリエーション
の要素を取り入れ、短大生と子ども達が交流
を深めながら相浦の自然や歴史・文化につい
て再発見し、地域に興味関心を持ってもらう
ような課題設定を心がけた。
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⑤課題準備・事前走行
【課題準備】
　コース上で実施する様々な課題については
以下のような内容で企画・準備を進めた。
　観察ゾーンNo.1　「飯盛神社の狛犬」
【具体的な活動内容】
問題１- １
　飯盛神社には狛犬が何匹いましたか？
問題１- ２
　狛犬の口が開いていたのは何匹いましたか？
　　　　　　　　　（答え：１- １→４匹、１- ２→２匹）
【前日・当日の設営・実施計画】
ゴール受付にて問題を読み上げて子ども達に答えてもらう。
【その他】相浦の歴史を目で見て関心を持ってもらう。
　観察ゾーンNo.2　「正しいお参りの仕方」
【具体的な活動内容】
問題２- １
　神社でお参りする仕方は？（お参りする前）
問題２- ２
　神社でお参りする仕方は？（お参りする時）
（答え：２- １→左手→右手→左手に水を入れて口を清める）
（答え：２- ２→二礼・二拍手・祈願・一礼）
【前日・当日の設営・実施計画】
ゴール受付にて問題を読み上げて子ども達に答えてもらう。
【ねらい】相浦の歴史を目で見て関心を持ってもらう。
　チェックポイントNo.1
　　　　　　　「新聞紙ころがしゲーム」
【具体的な活動内容】
新聞紙をまるめてビニールひもで作った輪に投げて点
数を競う。１名３回チャンスがあり、班の合計点数が
「１５０」点以上になれば課題クリア！！
【必要なもの】
チェックポイントの看板、ビニールひも、テープ、課題
クリアシール（１０枚）、新聞紙（３日分）、点数計算用
紙
【当日までの準備計画】上記の物品を用意する。
【前日・当日の設営・実施計画】上記の物品を用意する。
【ねらい】集中力を高めよう
【愛宕山の案内表示を確認中】
	観察ゾーンNo.3「愛宕山の山頂まで何分？」
【具体的な活動内容】
問題３
愛宕山の頂上までは歩いて何分かかる？（答え：３０分）
【前日・当日の設営・実施計画】
ゴール受付にて問題を読み上げて子ども達に答えてもらう。
【ねらい】相浦の自然に興味をもってもらう。
【飛び石の様子】
チェックポイントNo.2　「水きり」
【具体的な活動内容】
飛び石付近の中州から石を投げて１回跳ねたらＯＫ。１
名３回チャンスがあり、班のうち２名が成功すれば課題
クリア！！
【必要なもの】
薄い石、チェックポイントの看板、課題クリアシール
（１０枚）
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【当日までの準備計画】
・上記の物品を用意する。
・見本が見せられるように練習する。
【前日・当日の設営・実施計画】
・上記の物品を用意する。
・班の人数を確認し、安全面に配慮する。
【ねらい】昔の遊びにチャレンジしよう。
観察ゾーンNo.4　「相浦川にいる生き物」
【具体的な活動内容】
問題４
　相浦川にはどんな生き物がいましたか？
（３種類以上答えて下さい）　（答え：コイ、カモ、とり
　など）
【前日・当日の設営・実施計画】
ゴール受付にて問題を読み上げて子ども達が解答する。
【ねらい】自然に興味をもつ。
チェックポイントNo.3　「ささぶね」
【具体的な活動内容】
・１班のみ現地でささぶねを作ってから川に流す。
・その他の班はスタート地点でささぶねをつくっておく。
【必要なもの】
チェックポイントの看板、ささの葉を沢山、課題クリア
シール（10 枚）、チェックポイント４のクジと袋
【当日までの準備計画】上記の物品を用意する。
【前日・当日の設営・実施計画】
・上記の物品を用意する。　　・安全面の配慮
・ささの葉の準備（１班のみささに切込みを入れておく）
【ねらい】相浦川の自然の中で昔遊びを楽しむ。
チェックポイントNo.4
　「童謡を歌おう・落としちゃやーよ」
【具体的な活動内容】
＜童謡を歌おう＞
・チェックポイント 3で箱に入っているクジを引き、ク
ジに書いてある曲（ぞうさん、一年生になったら、チュー
リップ、ちょうちょう、ぶんぶんぶん、ゆき）を歌う。
歌いきったら課題クリア！！
＜落としちゃやーよ＞
・柄杓にボールを載せボールを落とさないように次の人
にバトンタッチ。最後まで落とさずにゴールしたらクリ
ア！！
【必要なもの】
チェックポイントの看板、課題クリアシール（20 枚）、
童謡の歌詞、柄杓、ボール、コーン、（クジと袋）
【当日までの準備計画】上記の物品を用意する。
【前日・当日の設営・実施計画】
・上記の物品を用意する　・安全面の配慮
【ねらい】与えられた課題をクリアできるようみんなと
協力する。
チェックポイントNo.5　「暗号解読」
	
【暗号解読の様子】
【具体的な活動内容】　　　　　　　【暗号解読】
暗号を解くと、シールの在りかがわかる。
　　　		【暗号文】　　　　　　【ヒント】（たぬきより）
た し た ー る は
た く じ ら た の
た う た し ろ に
た た あ た た る
よ た さ が た し
て た み た て ね
【答え】「シールはくじらのうしろにあるよさがしてみてね」
【必要なもの】課題クリアシール、暗号の看板、ひも
【当日までの準備計画】上記の物品を用意する。
【前日・当日の設営・実施計画】
・上記の物品を用意する　・安全面の配慮
【ねらい】相浦の歴史に触れて相浦に興味を持ってもらう。
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チェックポイントNo.6　「箱の中あてゲーム」
【具体的な活動内容】
箱のなかに何が入っているか当てるゲーム。箱を 1つ用
意してスライムを入れる。チーム全員で触って何が入っ
ているか当てる。箱のなかを当てたら課題クリア！！
【必要なもの】
チェックポイントの看板、ダンボール、課題クリアシー
ル（10 枚）、スライム、ビニール袋
【当日までの準備計画】上記の物品を用意する。
【前日・当日の設営・実施計画】
・上記の物品を用意する　・スライムの準備
【ねらい】想像力を膨らませて、何が入っているか当てる。
観察ゾーンNo.5「葉っぱ・枝集め＆顔づくり」
【具体的な活動内容】
葉っぱや枝などの自然の物をたくさん拾ってきてね！！	
⇒ゴールの受付が済んだ後に「顔づくり」を畳の部屋で
実施。
【必要なもの】テーブル、セロテープ、台紙、ハサミ
【当日までの準備計画】上記の物品を用意する。
【前日・当日の設営・実施計画】上記の物品を用意する。
【その他】相浦の自然に興味をもってもらう。
【事前走行】
　以上のような課題を準備し、コースの事前
走行を行った。事前走行では、安全面、課題
の実施場所と課題達成にかかる時間、コース
全体の走行時間などを確認した。この事前走
行により最終的なコースの全体像が明確に
なった。
⑥大会の運営
【大会当日の準備】
　当日は曇り空だったが、気温も温かく心地
よい状態でウォークラリー大会を開催できた。
午前中に事前打ち合わせを行い、コースの最
終確認走行とチェックポイントでお世話にな
る飯盛神社に大会の挨拶を行った。また、午
前中の段階で受付・開会式の準備、各チェッ
クポイント・顔作り会場の設営、観察ゾーン
の確認などを完了させた。
【受付・開会式】
　午後 1時前より受付を開始し、子ども達に
名札を配布して事前に班分けした各班の担当
学生の所に誘導し、アイスブレイクを兼ねて
チームの名前を各班で考えた。各班のチーム
名が決定した時点でいよいよ開会式が始まっ
た。開会式では、主催者挨拶やルール説明・
準備体操・注意事項の確認を行い、各チェッ
クポイントや横断歩道の担当者は事前に持ち
場に移動した。開会式終了後に 1班から順次
出発し、ウォークラリー大会がスタートした。
【大会の様子】
　当日は小学生 30 人が参加し、6班に分かれ
てウォークラリーを体験した。約 3.6 キロの
コースを 90 分でゴールすることを目標に様々
なチェックポイントや観察ゾーンなど体験し
た。最初は地図の見方やルール把握に戸惑う
子ども達も見られたが、課題をクリアしたり、
観察ゾーンなどを体験することによって、徐々
にチームワークができあがり、一生懸命に各
課題に挑戦していた。初めて経験する課題も
あったようだが、どの子どもにも笑顔が見ら
れた。また、実際に町を歩くことによって、
相浦の町の良さを改めて実感できたのではな
いだろうか。
【閉会式】
　どの班も無事にゴールすることができ、時
間得点と課題得点を合計した得点で順位を決
定した。上位の班には手作りの入賞商品、1位
から 6 位までの班に賞状をプレゼントした。
また、子ども達一人ひとりに参加賞としてお
菓子を手渡した。どの子どもの表情も充実感
に満ち溢れていた。
（3）考察
　学生達はウォークラリー大会の企画・運営
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を通して、相浦地域の歴史と文化・自然（神社、
相浦川の飛び石や河原、自分達を取り巻く自
然環境）を再確認することができた。下見から
相浦を歩き、「市内にもこのような場所があっ
たのか」と驚いた様子だった。
　大会のコース設定では子ども達の安全面へ
の配慮や、常に子ども達の目線になって考え
るのが大変な様子だった。さらに、普段から
小学生と関わる機会があまりないこともあっ
て、実際に子ども達と接する際にはどのよう
な対応をすれば良いか戸惑う様子も見られた。
しかし、時間が経つにつれ、子ども達ともコ
ミュニケーションが取れるようになり、幼児
とは違う年齢層との接し方を学ぶことができ
たようである。学生達は事前準備の段階から、
ポケットティッシュ入れや表彰状・メダルを
子ども達が喜んでもらえるように一つひとつ
丁寧に製作していた。子ども達にプレゼント
を渡した時の子ども達の嬉しそうな笑顔にや
りがいと達成感を感じた様子だった。
　今後の課題として、今回のウォークラリー
大会の対象が小学生ということもあり、学生
達の多くが保育者として関わる幼児の年齢に
応じた企画内容となっていないことが挙げら
れる。学生達にとっては、今回の経験をもと
に幼児の発達に合わせた保育活動にアレンジ
していくことが求められてくる。さらに、活
動内容の評価（効果測定）を実施する必要があ
る。
3. アンケート調査
(1) 保育者調査の概要
　2008 年筆者は、長崎短期大学の学生 102 名
に対して、保育所・幼稚園における生活の中
で「子どもが夢中になっている場面」のアン
ケート調査を行ない報告した 4。今回は、同じ
内容で、保育所（園）に勤務する職員に対して、
調査を行い考察した。
　アンケート 10 項目中「子どもが夢中になっ
ている場面」の項目有効回答数は 232 で 49.7％
であった。その中でも 20 代の保有者の回答が
少なかった。
＜子どもが夢中になっている場面の調査結果＞
（Ａ）保育者アンケート
	
（Ｂ）2008 学生のアンケート
	
（Ａ）の内容
　　園庭
場面 数
１	砂場・水遊び 32
２	虫捕り 14
３	鬼ごっこ・サッカー 8
４	かけっこ・縄跳び 8
５	草花・どんぐり・散歩 7
６	その他 4
	 　
　　室内
場面 数
１	ままごと 15
２	ブロック・積み木 15
３	制作 14
４	絵本 7
５	食事 7
６	粘土 5
７	その他 10
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＜文章回答＞
・	二歳児のごっこあそび。言葉が増え、会話（大
人のような）をとても楽しんでいる。
・普段やんちゃな子どもが、お片付けまで集
中している。真剣な顔が見れた。
・いろんな場面で根気よく取り組んでいると
ころ。
・自分たちで好きな遊びを見つけてお友達と
関わりながら遊ぶ
・展開を考えて次にどんなものが必要か、何
があればもっと楽しめるか考える
・好きな遊びを黙々している時、食事の時
・出来ないことを出来るように、何度も挑戦
しているところ
（2）保育者調査の考察
　2008 年実施の調査で学生は、「子どもが夢中
になって遊んでいる場面」を園庭の方が多い
と回答していた。それと比較して現職の保育
者の回答は、園庭と室内はほとんど同率であ
る。この結果から、学生は子どもの内面まで
は捉えきれず、表出される行為で判断してい
ると思われる。保育者は文章で回答を多く寄
せていたという事実からも、場面を細かくと
らえ、子どもの行動を内面の充実感などから
感じ取っていると推察できる。
　保育者のなかには、地区によってこの項目
への回答がなかったところや 20 代の保育者に
無回答が多かったのが気になるところである。
園によっては職員の年齢層が偏ったところも
あるのも事実であるが、子どもたちに近く、
またその親にも近い年代の職員が「子どもが
夢中になって遊んでいる場面」を子どもの主体
的な園生活を見る視点として考えてみるのも
必要な事ではないのだろうか。
（3）保護者調査の考察
　子どもが、遊ぶ相手は、母親が一番多く、
次に友達や兄弟、父親であった。祖父母は一
番少なく現代の核家族化を象徴している。現
代の高齢者は、多趣味で、それぞれが生きが
いを見つけ、たくましさもある。この力を地
域の子どもたちへ向ける事ができないだろう
か。高齢社会になり、高齢者の人口は増えて
いるものの、子どもたちと接する機会は逆に
減少している。地域社会で子育てをするとい
う視点に立てば、高齢者もそれに積極的に参
画して、経験をぜひ伝えて欲しいものである。
そのためには、地域社会で世代間交流の機会
を多く設ける必要があり、一緒に活動しなが
らそこで子育て環境について考えていく必要
があろう。
（ア）誰と一番長く遊びますか？
	
（イ）公園で遊んだ経験
（ウ）お子さんとの砂遊びの経験
	
（エ）白浜の砂浜で遊んだ経験
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	（オ）鹿子前の砂浜で遊んだ経験
	
（カ）子育て支援活動や未就園児教室の
　　	参加経験はありますか？
	
Ⅴ．まとめ
　地域社会にある自然やそこに住む様々な年
齢層の人たちと関わることなど、現代の学生
にしてみれば、よほど関心がなければその機
会はほとんどない。しかし、将来保育者を目
指す学生であるならば、子育て環境という視
点から地域社会がどのようになっているか関
心をもつ必要があろう。
　自分の身体で自然の良さを感じ取り、そし
て初めて砂に触れた子ども達の嬉しそうな表
情を見て、自然に触れる体験が子ども達にとっ
ていかに大切なことであるか知ることができ
る。親子参加型の活動では子ども達だけでな
く、親も童心に帰り、子どもと楽しさや喜び
を共有する様子を見て嬉しく思う。四季の草
花を観察しながら、どんなことをして子ども
たちとこの変化を感じ楽しもうか考える。そ
して、地域に残っている自然や歴史・文化を
尋ね歩き、楽しみながらその良さを伝承して
いく。
　今回のこのような実践は学生自身が考え、
企画し、そこに住む家族、大人や子どもたち
と自然の中で一緒に体験するという、実体験
として子育て環境を理解する良い機会となっ
たと考えられる。そして子育て環境を良くし
ていくためには、身近な地域社会に関心を持
ち、交流をもつということが必要だと理解で
きたであろう。これからはまず自らが地域社
会に、地域の自然に、地域の大人や子どもた
ちに関心をもつよう心がけなければならない
し、そのための感性を磨く必要があろう。今
回の経験を保育の場に活かし、地域社会に根
ざし、自然の中で遊び、体を動かすことの楽
しさをしっかりと伝えていける保育者になっ
てもらいたいと考えている。
最後に本研究にご協力いただいた多くの方々
にこの場を借りて衷心よりお礼申し上げたい。
なお、本研究は長崎短期大学平成 21 年度傾斜
配分研究費を受けて行ったものである。
＜註釈＞
1 ジョセフ・Ｂ・コーネル (2009)，『ネイチャー
ゲーム』，柏書房．
2 日本ネイチャーゲーム協会 (2009)，『ネイ
チャー　　ゲーム指導員ハンドブック』．
3 日本レクリエーション協会 (2003),『ゼロから
始めるウォークラリー』．
4 吉田美恵子 (2009)，『豊かな環境と関わる中で
育つ感性』，長崎短期大学紀要第２１号．
